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令和４年度福島県水田農業確立推進大会開催要領
＝多様な福島県水田農業の構築へ向けて＝

　人口減少による構造的需要減少が続くなか、令和４年産米においても引き続き生産削減の取り

組みが必要となる。

　同時に将来の福島県水田農業を展望する際、水稲における主食用米以外への転換・定着、麦・大豆・

園芸作物等への転換を促進していく必要がある。このため、米の需給環境改善と今後の取り組み

の方向を確認することを目的として、以下により開催する。

１．日　時 ：令和４年２月４日（金）13：30 ～ 15：00

２．場　所 ：ビッグパレットふくしま  展示ホールＡ　

　　　　　　（福島県郡山市南 2 丁目 52）　

３．内　容
（１）情勢報告

　・水田農業をめぐる情勢について

（２）基調報告

　・令和４年度水田農業の取り組みの基本的考え方について

（３）実践報告

　・米輸出拡大の取り組み

　・麦・大豆生産の取り組み

　・園芸作物への転換の取り組み

（４）決意表明

（５）大会決議採択

４．参集者：生産者、地域農業再生協議会、方針作成者、集荷業者、福島県関係者、

　　　　　　福島県水田農業産地づくり対策等推進会議構成員、関係団体他

５．参集規模      300 名程度

６．主　催
       福島県水田農業産地づくり対策等推進会議、ＪＡグループ福島、福島県

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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令和４年度福島県水田農業確立推進大会　次第
＝多様な福島県水田農業の構築へ向けて＝

日　時 ：令和４年２月４日（金）13：30 ～ 15：00
場　所 ：ビッグパレットふくしま（展示ホールＡ）　　

１．開　　会

２．挨　　拶
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡ福島五連会長　菅野　孝志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   福島県副知事　井出　孝利
３．情勢報告
　  ・水田農業をめぐる情勢について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　農林水産省東北農政局　次長　中東　　一

４．基調報告
　  ・令和４年度水田農業の取り組みの基本的考え方について
　　　 　　　　　　　　 福島県水田農業産地づくり対策等推進会議　会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  JA 福島中央会　常務理事　橋本　正典

５．実践報告
　  ・米輸出拡大の取り組み　
　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ＪＡ全農福島　米穀部長　太田　　豊

　  ・麦・大豆生産の取り組み
　　　 　　　　　　　　　　　　 　合同会社飯豊ファーム　代表取締役　竹澤　一敏

　  ・園芸作物への転換の取り組み
　　　 　　　　　　ＪＡふくしま未来安達地区やさい部二本松支部岳下部会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゅうり専門部会　副部会長　半澤　宣孝

６．決意表明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県稲作経営者会議　会長　和田　正人

７．大会決議採択　
　　　　　　　　　　　　　　　うつくしまふくしま農業法人協会　理事　須藤　　健

８．閉　　会
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挨　拶

ＪＡ福島五連会長　　　　　　　　　　　

菅野　孝志

　ＪＡ福島五連会長の菅野でございます。

　本推進大会の主催者として、開会にあたり一言ご挨拶をさせていただきます。

　本日は、県内各地から本県水田農業に関わる関係者一堂、このビッグパレッ

トふくしまに参集いただきありがとうございます。新型コロナウイルス感染症

は、鎮静化されつつありましたが、昨年末以降のオミクロン株による世界的な

感染拡大により、国内でも、第 6 波として拡がりを見せておりますので、引き

続き感染予防対策の強化をお願いいたします。

　このため、水田農業をとりまく環境も不透明な状況から脱していません。構

造的な需要減少に加え、コロナ禍による業務用需要の喪失により、令和 3 年産

米は全国で 63,000ha という過去最大規模の生産削減に取り組み、福島県におい

ても 4,500ha と当初計画を 1,000ha 深堀りする生産削減に取り組みました。こ

こに参集した皆様に深く感謝するところです。

　しかしながら、令和 3 年産米価は大きく下落しました。これは人口減少を要

因とする需要減少が根本的な背景として存在します。

　このため、将来の水田農業を見通す場合、毎年の主食用米の生産削減と主食

用米以外の飼料用米に限らない水稲生産への転換、あるいは自給率の観点から

まだまだ生産拡大の余地が見込まれる麦・大豆・園芸作物等への転換を着実に

すすめていくことが必要となります。

　これらの取り組みにより、米価の安定・流通の安定を実現すると同時に、担

い手確保・農地集積の取り組みとも連動させながら品目別生産構造の再構築を

大胆にすすめていくことが求められています。

　本日参集された皆様方には、今日の推進大会を契機として、是非将来に向け

た危機感・課題を共有し、国・県の対策も十分活用しつつ、共通の目的に向かっ

て確実に取り組みをすすめるための第一歩を踏み出していただくことを期待

し、私の挨拶とさせていただきます。
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挨　拶

福島県副知事　　　　　　　　　　　

井出　孝利

　本日、御出席の皆様には、それぞれのお立場で本県水田農業の振興に御尽力

を頂いており、厚く御礼を申し上げます。

　国内の主食用米につきましては、人口減少やライフスタイルの変化に伴い、

毎年消費量が減少しているほか、新型コロナウイルスの感染拡大により、飲食

業等における需要が減少した結果、全国の民間在庫量が前年を上回る状況が続

いており、令和３年産米価も大きく下落するなど、大変厳しい状況となってお

ります。

　こうした状況を踏まえ、県といたしましては、主食用米からの転換の取組を

強化するとともに、令和４年産水稲の種籾助成を実施するなど、広く稲作農家

の皆さんの再生産を支援してまいります。

　また、本県の水田農業を持続的に発展させるためには、令和４年産米におい

ても、引き続き需要に応じた米の生産を基本として、非主食用米に加え、麦 · 大豆、

園芸作物への転換を積極的に進めるなど、米の需給環境の改善と水田を最大限

に活用した収益性の高い水田農業を推進していくことが重要であります。

　このため、県では国に対し、主食用米からの転換を強力に進めるために必要

となる予算の確保を求めてきたところであり、国の令和３年度補正予算や令和

４年度当初予算において、必要な対策が盛り込まれたところであります。

　県といたしましても、独自の支援策として、大豆など転換作物の拡大に対す

る助成制度を強化することとしております。

　新型コロナウイルス感染症の収束がいまだ見えない中ではありますが、皆様

におかれましては、本日の大会を通して、水田農業を巡る情勢に御理解を頂く

とともに、今後、それぞれの地域において、国、県の事業を活用しながら、主

食用米からの転換を積極的に推進してくださるようお願い申し上げます。

　結びに、米の需給改善に向け、皆様と一体となって取組を進めてまいりたい

と考えておりますので、一層の御協力をお願い申し上げます。
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情勢報告

水田農業をめぐる情勢について

農林水産省東北農政局　次長

中東　一 
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基調報告

令和４年度水田農業の取り組みの
基本的考え方について

福島県水田農業産地づくり対策等推進会議　会長
JA 福島中央会　常務理事

橋本　正典 
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実践報告

米輸出拡大の取り組み

ＪＡ全農福島　米穀部長

太田　豊 
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実践報告

麦・大豆生産の取り組み 

合同会社飯豊ファーム　代表取締役　

竹澤　一敏 
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実践報告

園芸作物への転換の取り組み

ＪＡふくしま未来安達地区やさい部二本松支部岳下部会
きゅうり専門部会　副部会長

半澤　宣孝 
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福島県稲作経営者会議　会長

和田　正人 

決意表明

　福島県稲作経営者会議会長の和田と申します。

　本日、「令和４年度福島県水田農業確立推進大会」に集われた皆様を代表して、僭越ではありま

すが決意表明をさせていただきます。

　現在日本の水田農業、福島の水田農業は大きな転換点に直面しています。国内の人口減少、コ

ロナ禍の影響による急激な需要喪失、米価下落はもとより担い手の急激な減少、耕作放棄地の拡

大など生産基盤の崩壊が進行しています。

　この状況を打破し、将来にわたり水田農業を維持・発展させるためには、徹底した需要に応じ

た米生産・販売の推進はもとより、海外も視野に入れた新たな需要や加工用需要への積極的な対

応、および麦・大豆・園芸作物など、多様な取り組みが求められています。そして、そのためには、

品種転換、コスト削減などこれまでの概念を超える取り組みが求められています。

 

　私は、いわき地区を中心に米・小麦を生産しています。福島県の小麦の作付面積は全国の面積

の１% にも達していません。しかしながら、小麦は収量を確保すれば十分な所得が得られます。

　そのために福島県と共に品種転換や湿害対策に努力し、麦作の生産拡大に取り組んでまいりたい

と考えます。

 

　米だけに限らない多様な水田農業の確立は、主食用米の将来展望が見通せない中で、我々稲作

経営者会議のメンバーにとっては、自らの経営を考えた場合、避けて通れない喫緊の課題と言え

ます。

 

　私は、将来の水田農業に明るい展望を見出すためにも、現在の転換点に真摯に向き合い、率先

して水稲以外の作物も含めた、需要に応じた生産にまい進することを、ここに決意します。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　令和４年２月４日
福島県稲作経営者会議
会 長 　 和 田 正 人
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うつくしまふくしま農業法人協会　理事 

須藤　健  

大会決議採択

令和４年度福島県水田農業確立推進大会 決議（案）
　本日、ここ「ビッグパレットふくしま」に、福島県の水田農業にかかわる関係者が一堂に会し、「令

和４年度福島県水田農業確立推進大会」を開催した。

　日本および福島県の水田農業は、人口減少による構造的な需要減少に加え、新型コロナウイル

ス感染症拡大による急激な需要の喪失により、大きな転換期に直面している。

　生産現場においては、基幹的農業者の高齢化が進み耕作放棄地が拡大するなど、福島県の水田

農業の生産基盤は崩壊の危機に直面している。

　この対応を打開するためには、需要に応じた米の生産・販売に徹底して取り組み、水稲生産に

おいては飼料用米に限らず加工用米、輸出用米を中心とした転換をすすめるとともに、麦・大豆・

園芸作物等水稲以外への転換をすすめ、多様な福島県水田農業の姿を構築することが必須となっ

ている。

　このため、米においては大胆な品種転換、コスト削減をすすめ、競争力のある「ふくしま米」

として販売先と連携し安定的に市場に供給しそのシェアを拡大するとともに、麦・大豆・園芸作

物においても需要者との連携を密にし、需要を確保し安定した生産が継続できる体制を構築する

ことが重要となる。

　このことにより、将来に向け多様な福島県水田農業を構築し、安定した 10ａ当たり収入を確保

しつつ、担い手確保・農地集積などにより生産基盤の維持をはかることが求められている。

　本日の大会において、我々はこれらの課題・必要性を改めて確認し、新たな福島県水田農業の

姿の確立に向け一体となって取り組むことを、ここに決議する。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和４年２月４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   令和４年度福島県水田農業確立推進大会
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〇主食用米 2,100ha 削減の達成により、需給
環境を改善し、米価を回復しよう。

〇飼料用米はもとより加工用米・輸出用米など
水稲生産における新たな取り組みを拡大し
よう。

〇麦・大豆・園芸作物など水稲以外の作物への
転換を加速し多様な水田農業を構築しよう。

〇担い手育成・農地集積の取り組みとも連携
し、将来の福島県水田農業へ向けた生産基盤
を確立しよう。

大会スローガン
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